
2123

128.
612.354.2:612.015.349.034

臟 器 相 關 ニ 對 ス ル 實 驗 的 研 究

(第4報)

膵 臟 ト肝 臟 其 ノ 他 臟 器 ト ノ 關 係

岡山醫科大學柿沼,北 山内科教室(主 任柿沼,北 山兩教授)

醫學士 勝 山 榮

[昭 和13年9月27日 受 稿]

第1章 緒 言

肝 臟 ハ 人 體 内臟 中最 モ重 要 ナ ル モ ノ ノ1ニ シ

テ,Fischlerノ 云 フ如 ク,肝 臟 ハ 寧 ロ體 内新 陳 代

謝 ノ調節 ヲ以 テ主要 機 能 トシ,全 身 生 活現 象 ニ關

與 スル以 上 ハ,當 然 諸 多臟 器 ト相 關 性 ヲ有 ス可 シ.

(Clemens Eickhoff1)).膵 肝 ノ相 關 性 ヲ考 フ レバ,

内分 泌學 上,局 所 解 剖上,發 生學 上 及 ビ消 化 機 能

上 ノ諸點 ニ於 テ密 接 ナル モ ノ ア リ.例 ヘ バ各種 肝

臟疾患(膽 石症,慢 性黄疸,萎 縮性及ビ肥大性肝

硬變症,原 發性 肝臟癌,膽 嚢炎,單 純性及ビ傳染

性 黄 疸,急 性 黄 色肝 萎 縮 症 等)ニ 於 テ,甚 ダ屡 々

乃 至 殆 ド全 部 ガ膵 臟 病 變 ヲ誘起 併 發 セ シ ムル コ ト

ハ 文 獻 ノ示 ス所 甚 ダ多 シ(Kehr2)
, Steinhaus3),

Poggenpohl4), Paul Eckey5, etc).又 膵臟 ニ 於 ケ

ル病變 ガhamatogen, lymphogen , intraduktal

(Westphal6)), Gefassnerventheoric (Ricker's7))

及 ビ内分 泌 的 ニ肝 臟 内 ニ侵 襲 シ,肝 臟 ニ諸種 變 調

ヲ與 ヘ,又 ハ 其 ノ逆 モ成 立 シ得 ル コ トハ,多 數 ノ

實 驗 又ハ症 例 ノ示 ス處 ニ シ テ,Ellosser8)ハ ハ イ

デ ル ブル ゲ外科 「ク リー ニ ツ ク」ニ於 ケル急 性 出血

性膵 臟 炎,原 發 性 又 ハ續 發 性 膵 臟壞 死,其 ノ他10

箇 年 ニ於 ケル膵 疾病 ニ 關 スル大 ナル症 例集 ヨリ,

「膵臟 疾 患 ニ シテ,肝 臟 ニ 何 等 カ ノ變 性 ナキ 物 ハ 殆

ドナ シ」 ト論 斷 シ,Soetbeer9), Berner10) , Payr

Martina11)亦 此2次 的 肝臟 變 性 ヲ説 ケ リ.Fisch-

ler12)ニ ヨ レバ肝 臟 ニハ 抗 酵 素 的 防 禦 力 ヲ有 シ
,之
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ガ抗 力 低 下(Eck氏 瘻)ヲ 見 ル 時 ハ 活 性 膵酵 素 ニ

ヨ リテ退 行 性變 化 ヲ見 ル ト言 フ.Welsh氏 モ亦

燐 中毒 ハ 肝臟 ノfermentzerstorende Fahigkeit

ノ障 碍 ナ リ ト言 ヒ,其 ノタ メ肝 臟 ニ於 テ異 常 分解

ヲ抑 制 スル 力 ヲ失 フ コ トガ燐 中毒 時 ノ肝臟 變 性 ノ

主 要 因 子 ナ リ ト言 フFischler12), Bergmann u.

Guleke13), Matthes14), Hess etc.ハ 「トリ プシ

ン注 射 」 ニ ヨ リ 「抗 トリプ シ ン」 ノ増 生 ヲ見 タ リ

ト報 告 シ,加 之,實 驗 的 急 性 膵臟 壞 死 ニ於 ケ ル病

理 解 剖 的所 見 又 ハ中 毒症 状 ノ輕 少 ナル ヲ見 タ リ.

Schonbauer15)亦 「トリプ シ ン注射 」ヲナ セル 犬 ノ

血 清 ヲ用 ヒテ被 働 性 免疫 ヲナ シ得 ト云 フ.此 處 ニ

於 テ正 常 時 乃 至 肝 臟 障 碍 時 ニ於 ケル 膵臟 ノ肝 臟 ニ

對 スル 關 係 ヲ追 究 セ ン トス.

第2章 實 驗 方 法

健 康 ナ ル雄 性 洋 犬(日 本 犬 ハ 用 ヒザ ル ヲ可 トス)

ヲ,一 定 期 間,一 定 飼料 ニ テ飼 育後,用 ニ供 ス.

手術 ハ 毎 囘,相 對應 ス可 キ條 件(例 ヘ バ膵 管結 紮

ト膵 剔 出 ノ如 シ)ノ モ ノヲ同 時 ニ行 ヒ,手 術 ヨ リ

「
ア ル コホ ル」浸 出迄 ニ受 ク可 キ影 響 ヲ可 及 的 同一

ナ ラシ メタ リ.手 術 ハ豫 メ「鹽酸 モ ル ヒ ネ」飽 和 溶

液1.5cc 1kgヲ 皮 下 往 射 シ,更 ニ「エ ー テル 麻醉 」

ヲ併 用 シ テ行 フ.加 フ可 キ手 術 ハ下 ノ如 シ.

(1) 膵臟 全剔 出.

(2) 膵 臟 全 周圍結 紮(體,頭,尾 各 部 トモ隣 接

各臟 器 トノ間 ヲ結 紮 シ,完 全 ニ 周圍 トノ交通 ヲ遮

斷 セ リ).

(3) 正 副 膵 液輸 出管 結 紮.

(4) 膵 液 輸 出管 結 紮 及 ビ稍 々廣 汎 ナ ル 靱 帶 結

紮,(膵 頭 部 ト十 二 指 腸ノ 間 ヲ種 々 ナ ル廣 狹 程 度 ニ

於 チ結 紮 ス.膵 臟 ハ輕 キ循 環 障 碍 ヲ見 ル,併 シ肝

十 二指 腸靱 帶 ハ 殘 シ,肝,膵 間 ノ淋 巴 及 ビ血行 ニ

ヨル 連絡 ヲ殘 ス.)

之 等4種 ノ手 術様 式 ニ就 テ「ニ ー テル麻 醉 」ノ程

度,「 膵 マ ツ サ ー ジ」 及 ビ輕 キ機 械 的Pankreas-

quetschungmg等 ノ施 行,又 ハ 不施 行 ヲ組 合 セ,

此 處 ニ生 ズ ル各種 組 合 セ ノ場 合 ニ見 ラル ル結 果 ヲ

檢 ス.

肝 障 碍 ニ ハ3mg/kg即 チ0.5%黄 燐 「オ レー フ

油」溶液0.6cc/kgヲ 上 記 各種 操 作 ト同時 ニ大 腿 内

面 ニ皮 下 注 射 セ リ.

「メチ ル アル コホ ル」 浸 出 性 溶血 物 質,「Sudan

III」 染 色其 ノ池 ハ 前 報告 ト同様 ニ ナ シ,糖 原 質 ハ

Best氏 「カ ル ミン染 色 」ニ ヨル.

第3章 實 驗 成 績

第1節 「メチ ル アル コホ ル」浸 出 性 溶 血物

質 ニ ヨル 判定

(1) 對 照 正常 犬 ニ 於 ケ ル 膵臟 全剔 出乃 至 膵 管

結 紮 及 ビ「膵 マ ツサ ー ジ」併 用(各 々25―32時 間後

ニ 於 テ)ニ テハ 溶 血 性 物 質 ヲ肝 ニ認 ム ルコ トナ ク.

又 開 腹 術 ト共 ニ黄 燐 注 射 ヲナ セ ル肝 障 碍 犬 ニ於 テ

モ,肝 臟 ニ溶 血 物 質 ヲ生 ズ ルコ トナ シ(第1表).

第1表 諸 種 處 置 犬 ノ臟 器 内 溶 血 物 質
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(2) 肝 臟 障碍 犬(黄 燐 注 射)ニ 於 ケル 膵臟 全剔

出 此場 合 肉眼 上甚 シ キ變 化(第2表B.H.O.G.

M. 24, I. 36),例 ヘ バ,肝 臟 脂肪 變 性,肝 容積 増 大,

輕 キ黄疸 等 ヲ見 ル ト雖 モ,溶 血 物 質 ヲ肝臟 ニ生 ズ

ル モ ノ殆 ドナ ク,又 之 ヲ生 ズル モ ノモ,其 ノ程 度

極 メテ輕 度 ナ リ.而 シ テ「エー テ ル麻 醉 」ヲ強 ク行

フ時 ニモ肝 臟 内 溶血 物 質増 生 セズ.即 チ膵 臟 ナ キ

時 ハ「エ ー テ ル麻 醉」ニ ヨ リテ肝 内 溶血 物 質 ノ増 量

セザ ル コ トハ 注 目 ニ値 ス.又 腎 臟,脾 臟,膽 嚢 等

ニモ 溶血 性物 質 ヲ生 成 セ ズ(第2表 參 照).

第2表 肝障碍犬(黄燐皮下注射)ニ對 スル膵全剔出,膵管結紮 ノ影響
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(3) 膵臟 ヲ周 圍 ヨ リ全 ク遮 斷 スル時,亦 全 剔 出

ノ場 合 ニ 略 ボ 同 ジク,溶 血 物 質 ノ生 成 殆 ド無 シ.

而 モ「膵 マ ツ サ ー ジ」,「 エ ー テル」ノ注 加量 ハ 可 成

リ強 ク シ テ,同 條 件 ノ下 ニテハ,膵 管結 紮 犬 ハ 高

度 ノ溶 血 物 質 ヲ作 ル ナ リ(第2表 參 照).

(4) 膵 管 結 紮 及 ビ僅 ノ靱 帶 結 紮 ヲナ シ且 「エ ー

テ ル麻 醉 」 量 少 量 ノ場 合(E. 23)

肝 ニ溶 血 物 質 生 成殆 ドナ キ カ,又 ハ 極 メテ輕 度

ニン テ「エ ー テル 麻醉 」及 ビ「膵 マ ツサ ー ジ」ガ肝 内

溶血物質量ニ相當深キ關係アルヲ知ル(第2表).

(5) 膵 管結紮及ビ廣キ範圍ノ靱帶 ノ結紮 ニ加フ

ル ニ

(a) 「エ ー テル 麻 醉 」量 僅 少 ノ場 合(F)及 ビ

(b) 「エ ー テ ル」相 當 多 量,「 膵 マ ツサ ー ジ」輕 度

併用(K. 37, 52)ノ 場 合

何 レモ肝臟 内 ニ溶 血 性 物 質 ヲ生 ズ.完 全 溶 血 ヲ

見 ル コ トハ殆 ドナ ク,強 溶 血 ヲ示 ス程 度 ニ止 ル.

腎,脾,膽 嚢 ガ溶血 物 ヲ殆 ド作 ラザ ルハ 前 同樣 ナ
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リ.

(c) 膵 液 輸 出管 及 ビ十 二 指 腸,膵 間 ノ廣 キ結 紮

多量 ノ「エ ー テル 麻醉 」及 ビ強 キ「膵 マ ツ サ ー ジ」ヲ

併 用 セ ル場 合(33, 34)

肝臟 内 ノ溶 血 物 質 生成 ハ 極 メテ 強 ク.又 相當 ノ

稀 釋 度 ニ至 ル迄 完 全 溶血 ヲ見 ル ニ至 ル,而 モ中 毒

時 間ハ 夫 々18, 25時 間 ニ シテ,他 ニ比 シ テ甚 シ ク

短 時 間 ナル ニカ カ ハ ラ ズ,瀕 死 ノ状態 ニ陷 リ,溶

血度 大 ナ リ.膽 嚢 亦 之 ニ比 例 シ テ強 ク溶血 物 質 ヲ

作 ルハ,膵 肝膽 嚢 間 ノ密接 ナ ル關 係 ヲ思 ハ シ ム.

腎臟 及 ビ膵 臟 亦多 少溶 血 性物 質 ノ増 生 ヲ見 ル ト雖

モ,其 ノ度 輕 シ.

〔小 括 〕 要 スル ニ膵 全 剔 出犬 ニ於 テ ハ上 述 程 度

ノ黄 燐 注射,「 エ ー テル 麻 醉」,「膵 マ ツ サ ー ジ」其

ノ他 ノ處 置 ヲ用 フル モ,肝,腎,脾,膽 嚢 内 ニ溶

血 性 物 質 ヲ作 ル コ トナ キニ 比 シテ,膵 管 結 紮ニ ヨ

ル鬱 積 セル膵 液 ヲ,淋 巴 又 ハ肝 門脈 ヲ經 テ肝 門 内

ニ流 入 シ得 ル 如 ク手 術 シ,肝 障 碍 ヲナ セ ル上,「 膵

マ ツ サ ー ジ」,多 量 「エ ー テル」注 加 ヲナ ス時 ハ.

此處ニ 著 明 ニ肝 臟 内 溶 血 物 質 ヲ生成 ス.溶 血 物 質

生成 ノ度 ハ 膽嚢,肝 ニ次 ギ,腎,脾 ニハ殆 ド増 生

ヲ見 ズ.サ レ ド多 少ハ 増 加 ノ傾 向 ア リ.上 述 ノ關

係 ハ,溶 血 反應 判 定 時 間 ヲ更 ニ延長 スル コ トニ ヨ

リ(即 チ10時 間後 判 定 セル 後,再 ビ試 驗 管 ヲ振 盪

シ テ,其 ノ後數 時 間 ヲ經 テ判 讀 ス)更 ニ判 然 タ ル

ヲ見 ル(第3表 參 照).

第3表 第2表 ヲ 更 ニ 數 時 間 後 判 定 セ ル 結 果
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第2節 (イ)肝 臟内中性脂肪集積及ビ一般

組 織 的 所 見(Sudan III-Hama-

toxylin染 色(以 下H.S. III-染 色

ト略 記 ス)Hamatoxylin-Eosin

染 色(以 下H.E.-染 色 ト略 記 ス)

(上 述 各 例 ニ於 テ數 種 ノ場 合 ヲ夫 々其 ノ代表 例

ニ就 キ主 トシ テ述 ベ,他 ハ 簡 單 ニ略記 ス)

1. 小 範 圍結 紮,「 エ ー テル 」 少量,「 膵 マ ツ サ

ー ジ」輕 度 ニ ナセ ル場 合(23 . E.)代 表 例E.

H.E.-染 色:一 般 ニ「エ オ ジ ン」ニ稍 々良 染 セ ル

輪 廓 明 瞭 ナ ル細 胞 ガ正 シ キ小 葉 像 ヲ示 シ,小 葉 内

毛 細 管 ノ充 血相 當 強 シ.肝 上皮 細 胞 ハ 小 葉 周 邊 部

ニ於 テハ微 細網 目状 ノ原 形 質 ヲ有 ス.コ レ微 細脂

肪 顆 粒 ニ ヨル モ ノ ナ ル可 ク,中 ニハ之 ガ融 合 シ テ

細胞 全體 ガ空 泡 トシ テ見 ユ ル モ ノモ ア リ.又 數 箇

ノ大 ナ ル空 泡 ヲ有 スル細 胞 モ ア リ.核 ノ染色 モ良

好 ナル モ,中 ニハ 染 色 淡 キ モ ノモ存 ス.小 葉 中心

部 ハ 充血 ノタ メ,肝 細胞 ハ細 長 トナ リ,且 細 胞 ノ

輪 廓 不明 瞭 ハ,配 列 亂 レテ開 離 ヲ示 スモ ノ少 カ ラ

ズ.又 處 々數 箇 ノ細 胞 ガ崩 壞 シテ 一 團 トナ レル モ

ノ ア リ.核 染 色 モ 周邊 部 ノ夫 レニ比 シ テ惡 ク,膨

大,崩 壞,消 失 等 多 ク,核 膜 及 ビ該 小 體 ノ ミヲ淡

ク染 ムル モ ノ極 メテ 多 シ.間 質 ニハ圓 形細 胞 浸 潤

相 當 多 數 ニ見 ラ レ,又 毛 細 血管 中 ニハ 少 數 ノ白 血

球 ヲモ 含 ム.間 質 内 ニ存 スル比 較 的 大 ナル 膽 管 ハ

核 ノ退 行變 性 強 ク.原 形 質 ハ 核 ノ高 サ,又 ハ之 ヨ

リ稍 々高 位ニ 於 テ,多 ク ノ小 空泡 ヲ見,時 ニハ 甚

ダ大 ナル空 泡 ヲ作 ル コ トア リ.

H.S. III-染 色:全 小 葉 ニ強 ク脂 肪沈 着 ヲ見 ル

モ,其 ノ程 度 ハ特 ニ周邊 部 ニ強 シ.小 葉 中心 部 細

胞 ガ,細 胞 内 ニ平等 ニ極 メテ微 細 ナル脂 肪 顆粒 ヲ

有 スル ニ比 シ,周 邊 部 ニ テハ 其 ノ他 ニ核 ノ1/2大迄

ノ粗 大 ナル脂 肪顆 粒 ガ細 胞體 内 ニ充滿 シ,即 チ 周

邊 部 ノ脂 肪 ハ其 ノ量 及 ビ顆粒 ノ大 サ ニ於 テ中 央部

ヨ リ遙 ニ大 ナ リ.星 芒 細胞 モ少量 ノ脂 肪 ヲ攝 リ,

間 質 モ紡 錘 形 細 胞 内 ニ微 細 ナル脂 肪 顆 粒 ヲ有 ス.

間 質 内膽 管 上 皮 ハ,核 ノ上 方 及 ビ側 方 ニ美球 形 ノ

多クノ脂肪顆粒存在シ,膽 管全體 トシテ見ル時ハ

核ノ層 ノ内面ニ美シキ「ズダン」III層 ヲ見ル.中

等大ノ肛門脈枝内ニハ脂肪顆粒及ビ由來不明ノ死

細胞群 ヲ多數ニ認ム.

〔註 〕 以 後 各 種 程 度 ノ 「エ ー テ ル 麻 醉 」ヲ 其 ノ 強

度 ノ 順ニ 〔a +++++),〔a ++++〕,〔a +++〕,〔a ++〕,〔a +〕,

〔a o〕 ト略 記 シ,「 膵 マ ツ サ ー ジ」 亦 同 樣 ニ

〔P-m +++++〕,〔P-m ++++〕,〔P-m +++〕,〔P-m ++〕,

〔P-m +〕,〔P-m 0〕 トシ,廣 キ 結 紮 ハ 〔廣 〕,

狹 キ 結 紮 ハ 〔狹 〕 ト略 記 ス.

1'. 上 例1ト 同 程 度 ノ「エ ー テ ル 麻 醉 」ニ テ ナ セ

ル 剔 膵犬 代 表 例 〔24〕

H.E.-染 色:細 胞 ハ 一般 ニ膨 大 シ テ,球 形 乃 至

多 角 形 ヲナ スモ,其 ノ輪 廓 判 然 タ リ.從 テ小 葉 像

モ ヨク保 タル.細 胞 原形 質 ハ 「エ オ ジ ン」ニ淡 染 シ

小葉 最 周邊 部 ノ細 胞 ヲ除 ク他 ノ細胞 ノ原 形 質 ハ皆

大小 種 々 ノ網 目 ヲ作 リ,又 若 干 ノ細胞 ニテ ハ細 胞

中 央 ニ球 状 島嶼 樣 ノ「エ オ ジ ン」ニ染 色 セ ル原 形 質

ヲ有 ス.核 ハ一 般 ニ 〔23〕 ヨ リ稍 々染 色淡 キ傾 ア

リ.核 膜 ノ ミ染 ル モ ノ,又 ハ 消 失 セ ル モ ノ少 カ ラザ

ル モ,崩 壞,濃 縮 等 ハ(23)ニ 比 シテ幾 分 少 キ カ.

最 周 邊 部 ノ細 胞 ハ 空 泡 少 ク,其 ノ膨 大 セ ル細 胞 ノ

原 形 質 ハ 溷濁 シ,「エ オ ジ ン」染色 ヨ リ,原 形 質 ハ極

小 サキ網 目状 又 ハ 微 細 空 泡 ヲ有 スル ノ ミニ シ テ,

空 泡 形 成甚 ダ弱 シ.處 々2核,3核 ヲ有 スル 如 ク

見 〓ル細 胞 ア リ.間 質 内 ノ圓 形細 胞 浸 潤 ハ(24)ノ

方 稍 々強 シ.

H.S. III-染 色:小 ハ無 數 ノ微 細 顆 粒 ヨリ,大 ハ

核 ヨ リ稍 々大 ナル モ ノニ 至 ル迄,多 數 ノ脂 肪顆 粒

ハ細 胞 體 内 ニ充 滿 ス.其 ノ脂 肪 含 有量 ハ小 葉 全般

ニ於 テ殆 ド平 等 ナ ル モ,中 心 部 ノ方 ガ 周邊 部 ヨ リ

モ脂 肪 量稍 々多 キ觀 ア リ.星 芒 細 胞 亦 少 量 ノ脂肪

ヲ攝 取 ス ルモ,其 ノ量 遙 ニ少 シ.間 質 ニ モ少 量 ノ

微 細 ナ ル脂 肪 滴 ア リ.Glisson氏 鞘 内 ノ門 脈 ニ沿

フ紡錘 形細 胞 ニモ脂 肪 ノ小 滴 ヲ含 ム.比 較 的 大 ナ

ル 門 脈枝 内 ニハ脂 肪 殆 ドナ ク,極 少 量 之 ヲ認 ムル

ノ ミ.
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2.〔a 0〕,〔P-m +++〕,〔 廣 〕,(E.35)代 表 例(F)

H.E.-染 色:小 葉 像 明 瞭 ニ シテ,極 メテ高 度 ノ

充 血 ノタ メ,肝 門 脈,中 心靜 脈 及ビ 小 葉 内毛 細 血

管 ハ血 球 ヲ以 テ充滿擴 張 セ ラ レ,此 間ニ 存 スル肝

細 胞 ハ 細長 トナ ル モ,割 合 ヨク「エ オ ジ ン」ニ染 色

ス.其 ノ原 形 質ハ 微 細 網 目樣ニ シ テ空 泡 ヲ藏 ス.

核 染 色 ハ概 シ テ甚 ダ惡 ク,(36)ト 同樣,又ハ ソ レ

ヨ リ幾 分 淡 染 シ,核 膜 ノ ミノモノ,又 ハ消 失ニ陷

ル モ ノ甚 ダ 多 ク,核 ノ膨 大 亦 ヨ ク見 ラル ル モ,崩

壞,濃 縮 ハ 少 シ.膽 管 上 皮 亦 大 ナ ル 空 泡 ヲ含 ミ,

核 ハ 其 ノ下方 ニ ア リ,若 干 ノ物ニ 於 テハ 細 胞 膜 ノ

ミ ヨリ成 リ,原 形 質及 ビ核 ヲ認 メザ ル モ ノア リ.

間 質 ニハ 白血 球 浸 潤 ヲ見 ル.

F.H.S.III-染 色:充 血 甚 シ ク,肝 上 皮 細 胞ハ

壓縮 セ ラ レテ稍 々細 長ン.脂 肪 ハ 末 梢 部 特ニ稠 密

ニシ テ,脂 肪顆 粒 亦 大 形 ナル モ,中 心 部 ト雖 モ尚

第1圖 犬36ノ 肝臟 内脂 肪 集 積

第2圖 犬36ノ 肝臟 内脂 肪集 積 強擴 大 圖
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ホ多 量 ノ脂 肪 ヲ有 ス.即 チ小 葉 内 何 レ ノ部分ニ モ

細 胞 中ニ微 細 脂 肪 粒 子 ヲ充滿 スル モ,小 葉最 周邊

部 及 ビ最 中 心 部 ノ細 胞ニ ハ,大 型 ノ脂 肪顆 粒 ヲモ

有 シ,大 小 不 同,且 密 ナ リ.星 芒 細 胞 亦 少 量 ノ脂

肪 ヲ有 ス.膽 管 上 皮 中 ノ美球 形 ノ脂 肪顆 粒 ガ核 ヨ

リ内腔ニ 近 ク層状ニ 美 シ ク配 列 スル コ ト及 ビ間 質

内ニ 多 少 ノ微 細 脂 肪 アル コ トハ,前 述 ノ モ ノ ニ殆

ド同 ジ.中 等大 ノ肝 内門 脈枝 中 ニハ 白,赤 血球 ノ

他ニ,脂 肪顆 粒 部 及 ビ死 滅 細 胞 群 ヲ有 ス.

2'.2ニ 相當 ス可 キ膵剔 出犬 〔a 0〕 代表 例(36)

H.E.-染 色:毛 細 血 管 中ニ 多 核 白血球,淋 巴球

及ビ 遊 離 セル 星芒 細 胞 多 少 ア レ ドモ,充 血 ハ殆 ド

見 ラ レズ.肝 上 皮 細 胞 ハ 腫脹 シ,其 ノ原 形 質ハ 前

掲(F)ニ 比 シ「エ オ ジ ン」染 色 弱 ク,強 キ空 泡 形 成

ヲ見,微 細網 目樣 構 造 ヲ示 ス.サ レ ド核 ノ位置 ハ

細 胞 中心ニ ア リ,細 胞 ノ輪廓 亦 明瞭 ナ リ.核 ハ 淡

第3圖 犬35ノ 肝臟 内 脂 肪集 積

第4圖 犬35ノ 肝臟 内 脂 肪集 積 強擴 大圖
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染 スル モ ノ又 ハ 崩 壞 スル モ ノ ア リ ト雖 モ,(F)ニ

比 シ テ染 色 良好 ナ リ.又 肝 細胞 中 ニハ,2核 又 ハ

3核 ヲ有 スル如 キ觀 ヲ呈 スル モ ノア リ.

H.S. III-染 色:割 合 粗 大 ナ ル脂 肪 顆 粒 ヨ リ微

細 ナ ルモ ノ迄,種 々 ノ大 サ ノ,極 メテ多 量 ノ脂 肪

ガ小 葉 全面 ニ極 メテ多 量 ニ集 積 シ,其 ノ各 細胞 内

ニ充 滿 スル脂 肪 顆 粒 ハ 細 胞 膜 近 ク ニ密 ナ リ.顆 粒

ノ大 サハ(F)ニ 比 シ概 シテ 大 ナ リ.

3. 〔a ++++〕,〔廣 〕,〔P-m ++〕,(52)及 ビ 〔a ++++〕,

〔廣 〕,〔P-m 0〕 (K. 37)代 表 例(37)

H.E.-染 色:毛 細 血 管 其 ノ 他 血管 ノ 充 血甚 シ

ク,且 淋 巴球 及 ビ多 核 白血 球 モ 多 ク見 ラル.肝 細

胞 ハ 細長 ナ ル モ,輪 廓 割 合 ニ明瞭 ニ シ テ 「エ オ ジ

ン」 ニ淡 染 シ,中 ニ極 細 カキ 空 泡 ア リ.核 染 色不

良 ニ シテ,核 小體 及 ビ核 膜 ヲ淡 ク染 ル ニ スギ ザ ル

モ ノ ヨ リ,消 失 ニ至 ル マ デ,各 種 ノ退 行 變 性 ヲ示

シ,核 ノ崩壞 亦 多 シ.間 質 内 ノ圓 形細 胞 浸 潤 ハ(G)

ノ方 強 シ.

H.S. III-染 色:中 等 大 ヨ リ微 細 ノ モ ノ ニ至 ル

迄,大 小 種 々 ノ脂 肪 顆粒 ガ,細 胞ニ 對 シ テハ細 胞

内瀰 漫 性 ニ充 滿 シ,旦 其 ノ脂肪 量 ハ相 當 多量 ナ ル

モ,核 及 ビ原 形 質 ハ十 分 透 視 シ得.又 肝 細胞 ノ脂

肪 ノ量 ハ 各 小 葉 ノ中心 部 ニ至 ル ニ 從 ツテ 幾分 其 ノ

量 ヲ減 ジ,大 サ 亦 小 トナ ル ト雖 モ,各 小 葉 内 ニ於

テ可 成 リ平 等 ニ分 布 ス.間 質 内 ノ脂 肪 顆 粒ハ 主 ニ

血 管 ニ沿 フ紡 錘 形 ノ細 胞 内 ニ含 有 セ ラル.膽 管 上

皮 細 胞 ノ中 ニハ,核 ヨ リ内腔 方 ニ數箇 宛 ハ美 球 形

ノ脂 肪 顆 粒 ガ存 シ,全 體 トシ テハ 核 ノ層 ノ内面 ニ

美 シ キ脂肪 ノ層 ヲ作 ル.

3'. 〔a ++++〕 即 チ(37)ニ 對應 ス可 キ膵 剔 出犬

代 表 例(G)

H.E.-染 色:小 葉 周 邊 部 ノ肝細 胞 ハ,到 ル 處 粗

大 網 目樣 ノ原 形質 ヲ有 シ,甚 シ キ物 ハ細 胞 膜 及 ビ

極 少量 ノ絲 状 ノ原 形 質 ヲ有 スル ニ スギ ズ.又 原 形

質 及 ビ核 ガ1側 ニ偏 在 スル モ ノ少 カ ラズ.核 ハ 一

般 ニ ヨ ク染 色 セ ラ レ,膨 大,消 失 等 モ ア レ ドモ其

ノ數 少 シ.小 葉 中心 部 ノ肝 細 胞 ハ 毛細 血 管 充 血 ノ

タ メ細 クナ リ,中 ニ多 數 ノ微 細 ナ ル空 泡 ヲ有 シ,

タ メニ「エ オジ ン」ニ淡 染 ス レ ドモ,又 一 方 ニハ 原

形 質 ニ富 ミ,「 エ オ ジ ン」ニ濃 染 スル細 胞 モ少 カ ラ

ズ.又 粗 大 ナ ル乃 至 甚 ダ大 ナ ル空 泡 ヲ有 シ テ,小

葉 周 邊 部 ノ肝 細 胞 ト同 樣 ナ ル 像 ヲ示 スモ ノ モ少 カ

ラズ.核 染色 亦 良 好 ナ リ.

H.S. III-染 色:中 心部 ノ微 細 ニ シ テ,稍 々少

量 ノ脂 肪 顆 粒 ノ集 積 セル層 ト,小 葉 周邊 部 ノ粗 大

稠 密 ナル 脂肪 顆 粒 ノ集 積 セ ル層 トヲ區 別 ス.其 ノ

脂 肪 量 ハ 可成 リ多 量 ナ ル モ(37)ヨ リ稍 々少 シ.

膽 管 内脂 肪 ハ(37)ニ 同 ジ ク,又 肝 門脈(肝 臟 内 ニ

於 ケル)ニ ハ脂 肪 顆 粒 ナ シ.

4. 〔a +++++〕,〔廣〕,(P-m +++++〕 ノ(33, 34)代 表

例(33)

H.E.-染 色:小 葉 内ニ於 テ 中心 靜 脈 ヲ取 圍 ム

小 葉 中心 部ハ,充 血 甚 シ ク,細 長 キ肝 細 胞 ハ 擴 張

セ ル毛 細 血管 ノタ メ甚 シ ク開 離 シ,反 之 小 葉 周 邊

部 ハ毛 細 血管 ニ幾 分 充 血 ア リ ト雖 モ,肝 細 胞 ノ大

サ略 ボ 正 常大,輪 廓 明瞭 ナ リ.小 葉 中心 部 ノ細 胞

ハ.配 列 不整,錯 亂 シ,開 離 高度 ニシ テ,珠 數 樣

ニ球 状 細 胞 ノ連 鎖 セ ル ヲ見 ル モ ノ少 カ ラズ.原 形

質 中 ニ ハ極 微 細 乃至 中 等 大 ノ空 泡 ヲ滿 シ.其 ノタ

メカ,「 エ オジ ン」染 色 弱 キモ,粗 大 ナ ル空 泡 ハ多

カ ラズ.核 亦 淡 染 シ,崩 壞,膨 大,消 失,其 ノ他

核 膜 ノ ミ着 染等 少 カ ラズ.小 葉 周 邊 部 ハ細 胞 稍 々

大 ニ シ テ明瞭 ナル輪 廓 ヲ有 シ,空 泡 亦 中心 部 ニ比

シ テ少 ク,(脂 肪 量 ハ 周 邊 部 ニ多 キ故 ニ空 泡 ハ 眞 ノ

空 泡 ガ多 キ モ ノナ ラ ン),「エ オ ジ ン」着 染 度 ハ 中心

部 ヨリ強 シ.核 ノ染 色 一般 ニ濃 ク,其 ノ大 サ正 常

ニ近 シ.充 血 セ ル 血管 中 ニハ 淋 巴球,多 核 白血 球

多 シ.間 質 内 ノ白血 球 浸 潤 ハ(D)ヨ リ少 シ.

H.S. III-染 色:小 葉 周邊 部 肝 細 胞 ニ ハ微 細 ナ

ル脂 肪 粒 子 ガ多 數(但 シ 幾 分 軸部 ニ多 ク.細 胞 周
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邊 部 ニハ 少 シ)存 在 スル モ,其 ノ數 量 少 ク,粒 子

ノ大サ 亦小 ニ シ テ,核 小體 以上 ノ モ ノハ殆 ド無 キ

程 小 型 ナ リ.サ レ ド中心 部 ノ脂 肪 ハ 更ニ 少量 ニシ

テ,其 ノ他ニ 脂 肪 ヨ リ稍 々大 ナ ル空 泡 ガ 多數 存 在

ス.之 レ即 チ中 心 部ニ 脂 肪 少 キニ カ カハ ラ ズ,

H.E.-染 色ニ テ 中 心部ニ 空 泡 多 カ リ シ所 以 ナ リ.

膽管 上 皮 内 脂 肪 ハ 他ニ 同 ジク,肝 門脈 内 ニハ壞 死

塊,脂 肪 ナ シ.

4'.(33)ニ對 照 ス可 キ膵剔 出犬(D.H.)代 表

例(D)

H.E.-染 色:輕 キ 充血 ア ル モ(33)ノ 如 ク甚 シ

カラズ,肝 上 皮 細 胞 モ(特ニ 小 葉 周邊 部 ノ夫 レハ)

膨 脹 シ,毛 細 血 管 ノ充滿 度 ハ割 合輕 シ.悉 ク ノ肝

細 胞 ハ微 細 ナ ル網 目樣 構 造 ヲ示 シ,且 細胞内 ノ多

數空 泡 ハ(33),(34)ヨ リ稍 々大 ナル 傾 向 ア リ.

「エ オ ジ ン」染色 度 ハ 大 差 ナシ.核 ハ(33),(34)ヨ

リ稍 々淡染 シ,特ニ 小 葉 中 心部ニ 於 テ然 リ.サ レ

ド他 ノ場 所ニ 於 テハ,(33),(34)ヨ リ遙ニ 良 染 ス

ル所 モ ア リ.又 殆 ド正 常 ト變 ラザ ル處 モ ア リ.核

ノ染 色 度,崩壞,濃 縮,消 失 等ニ 關 シテハ,剔 膵

犬 及 ビ膵 管結 紮 犬ニ 於 テ優 劣 ヲ速斷 シ難 シ.間 質

及 ビ膽 管ニ 關 シ テハ(33),(34)ト 大 差 ナ シ.

H.S III-染 色:(33),(34)ヨ リ遙ニ 多 量ニ シ

テ細 胞 内ニ平 等ニ 分 布 セル 脂 肪 ハ小 葉 内全 般ニ 稠

密ニ 集積 ス ト雖 モ,特ニ 周邊 部 ハ 幾 分密ニ シ テ顆

粒 又 大 ナ リ.膽 管 上 皮 内 ノ脂 肪 量 ハ 少 ク,又 門 脈

内ニ 脂 肪顆 粒 ナ シ.

要 ス ルニ上 記 各 場 合 ノ肝臟 組織 所 見ハ

(1)脂 肪 量 同程 度 ノ「エ ー テ ル麻醉 」ニテ ハ膵

管 結 紮 ノ場 合 ヨ リ膵全剔 出 ノ方 ガ 多量 ニ シ テ,且

顆粒 ノ大 サ モ大 ナ リ.

又 膵 全剔 出 ノ場 合 ハ 「エーテ ル」量ニ,又 膵 管 結

紮 ノ場 合 ハ「エー テ ル」量,「 膵 マ ツサ ー ジ」ノ程 度,

結 紮 部 位 ノ廣サ ニ反 比 例 スル脂肪 量 ヲ有 シ,顆 粒

ノ大 サ モ亦 之ニ 反 比 例 ス.

第5圖 犬34ノ 肝臟 内 脂 肪
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第6圖 犬37ノ 肝臟 内 脂 肪

第7圖 犬23ノ 肝臟 内 脂 肪

(2)H.E-染 色:ニ コル 組織 標 本ニ 於 テハ,肝

細 胞 ノ配 列,輪 廓 等 ハ 膵剔 出 ノ場 合ニ ヨク整 ヒ,

原 形 質 ノ「エ オ ジ ン」染 色度 等ニ 關 シテハ斷 定 ヲ下

シ得 ズ,又 空 泡ハ 脂 肪 ガ「ア ル コホル 」ニテ溶 解脱

出 セルニ ヨル モ ノノ他,眞 ノ空 泡 少 カ ラズ,後 者

ハ膵 管 結 紮 例ニ 於 テ著 明ニ 見 ラル.核 ノ諸 種 退 行

變性 ハ剔膵犬 ト膵管結 紮 犬 トニ於 テ何 レガ高度 ナ

リヤ 不 明 ナ リ.間 質,膽管 所 見 ニテハ兩 者ニ 差 ヲ

認 メズ.

(3)門 脈枝 中 ノ脂 肪顆 粒 及ビ由 來 不 明 ナ ル壞 死
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塊 ハ 膵 剔 出犬 ニハ認 メ ラ レズ,膵 管結 紮 犬 ニ於 テ

ハ甚 ダ屡 々之 ヲ認 ム.之 レ特 異 現 象 ト認 ム可 キ モ

ノナ ラム カ.

  (ロ) 腎 臟 内 中 性脂 肪集 積 及 ビ一般 組 織 所 見

     (Hamatoxylin-Sudan III染 色 及 ビ

     Hamatoxylin-Eosin染 色 ニ ヨル)

腎臟 組 織 ニ就 テ詳 述 スル ハ本 意 ニ非 ザ ルモ

腎 内溶 血 性 物 質 ノ量 亦 各場 合 ニ 多 少 ノ消 長

ア リ,之 ト組 織 所 見,殊 ニ脂 肪,類 脂 肪體 ト

ノ關 係 ヲ知 ル タ メニ以 下報 告 セ ン ト欲 ス.

 1. 腎 臟 内 各部 ノ生理 的 脂 肪 含 有量 ヲ考 慮 ニ入

ル ル時,脂 肪 増 量 ヲ認 メザ ル モ ノ.

   (34) (35) (F)… … 膵 管結 紮 犬

   (B) (D)… … 膵臟 剔 出犬

 〔代 表 例 34〕 H.S. III-染 色:何 處 ニモ脂 肪

増 量 ナシ.

 H.E.-染 色:一 般 ニ充 血 甚 シク,皮 質 髓 質 ノ境

界 近 ク ニ出血 ヲ見,之 ヨ リ外方 ニ向 ケ楔 状 ニ甚 シ

ク退 行變 性 ヲ示 シ,恰 モ出 血性 硬 塞 ニ似 タ ル所 少

カ ラズ.其 ノ部 ヲ少 シ ク詳 述 セ ン ニ,直 細 尿 管 ハ

悉 ク腫脹 シ,細 胞 原形 質ハ 「エ オ ジ ン」ニ染 色 シ難

ク,白 濁 セ ル ヲ見 ル.管 腔 ハ 殆 ド皆 消失 セ リ.核

ノ染色 極 メテ惡 ク消失 セ ル モ ノ モア リ.曲 細 尿 管

ハ 直細 尿管 ニ比 スレバ變 化 ノ度 輕 キ モ,細 胞 腫 脹

又 ハ崩 壞 シ テ明 瞭 ナル輪 廓 ヲ示 サザ ル モ ノ多 シ.

絲毬 體 ハ膨 脹 シ,Bowman氏 嚢 ハ 白,赤 血 球 ヲ以

テ 充滿 シ,嚢 ト絲 毬體 ノ間 ニハ 間隙 ナ シ.カ ク著

シ キ變 化 ヲ示 サザ ル處 モ,充 血 ハ著 明 ニ シテ,直

主 部 ノ細 胞 ノ高徑,腔 ノ廣 サ ハ 正常 ナ リ.曲,直

細 尿 管 上皮 細胞 ハ極 メテ微細 ナ ル空 泡 アル モ,大

ナル 空 泡 ハ 有 セズ.集 合管,Henle氏 蹄 係 上 行脚

ノ細 胞 ハ 扁 平 トナ リ,其 ノ稍 々廣 ク ナ リタル 管腔

内 ニハ 絮 状 片,剥 離 上 皮 ヲ 有 ス.細 尿 管 周 圍 ノ結

締 織 ハ 著 シキ變 化 ナ シ.

 2. 殆 ド脂肪 増 量 ヲ認 メザ ル モ ノ

   (33) (52)… … 膵 管 結 紮犬

   (53)… … 膵 臟 隔離 犬

 〔代 表 例 33〕 H.S. III-染 色 ニ ヨル時 ハ皮 質髓

質境 界部 近 キ直 細 尿管 ニ於 テ管 腔 ヲ取 卷 ク細 胞 内

ノ1― 數 箇 ノ細胞 ノ ミ 粗 大 ナ ル脂 肪 顆 粒 ニテ充 滿

セ ル モ ノ極 少 數 ア リ.其 ノ數 極 メテ 少 シ.其 ノ他

皮 質 ノ表 面 近 ク ニア ル主 部 ノ細 胞 ハ 極 メテ微 細 ナ

ル 脂肪 ガ 僅 ニ増 量 セ ル ヲ見 ル.

 H.E.-染 色:一 般 ニ充血 著 シ キ モ,前 述 セ ル如

キ 出血 ハ ナ シ.各 絲 毬 體 ハ充 血,腫 脹 シ,Bowman

氏嚢 トノ間 ノ間 隙 狹 シ.曲,直 細 尿 管 ノ原 形 質 ハ

ヨ ク「エオ ジ ン」ニ染 リ,微 細 ナ ル空 泡 ヲ充 ス.細

胞 ノ高 サ ハ稍 々扁 平 ニ シテ,細 尿 管 腔 稍 々廣 ク,

其 ノ中 ニ剥離 上皮 及 ビ絮 状 片 ヲ有 ス.サ レ ド曲細

尿 管 中 ニハ微 細 ナ ル空 泡 ノ他 ニ,凡 ソ核 ノ高 サ又

ハ核 ヲ取 圍 ミテ,極 メテ大 ナ ル空泡 ヲ有 スル モ ノ

少 カ ラズ.Henle氏 蹄 係上 行 脚 ニモ 處 々大 ナ ル空

泡 ヲ有 スル モ ノ ア リ,間 質 結 締 織 ニ著變 ナ シ.

 3. 弱 ク脂 肪 ノ沈着 ヲ見 ル モ ノ

   (23)… … 膵 管結 紮 犬

   (36)… … 膵 臟 剔 出犬

 〔代 表 例 23〕 H.S. III-染 色:曲 及 ビ直 細 尿

管,Henle氏 蹄 係上 行 脚 ハ 共 ニ殆 ド滴 トシ テハ 認

メ ラ レザ ル微 細 ナ ル脂 肪 顆 粒 ヲ細 胞 内 ニ瀰 蔓 性 ニ

有 スル上 皮 細 胞 ヨ リ成 ル.サ レ ド極 少數 ノ直 細 尿

管 及 ビ小 集 合 管 及 ビHenle氏 蹄 係 上 行脚 ノ上 皮

細胞 ハ,凡 ソ核 ノ大 サ 又ハ ソ レ以 下 ノ粗 大 ナ ル脂

肪 粒子 ガ主 ニ細 胞 底 又 ハ 核 ノ高 サ ニ ア リ.然 レ ド

モ カ カル細 胞 ノ數 ハ 極 メテ 少 シ 間 質,絲 毬體 及

ビ集 合 管 ニハ脂 肪 ナ シ

 H.E.-染 色:前 述 ノ例 ヨ リ輕 度 ナ レ ドモ,稍 々

充 血 ヲ示 シ,絲 毬 體 ハ 白,赤 血 球 ヲ充 シ,Bowman

氏 嚢 中 ニ充 滿 ス.直 細 尿 管 ノ細 胞 ハ 曲 細 尿 管 ノ夫

レ ヨ リ ヨク「エ オ ジ ン」ニ染 リ,腫 脹 シ腔 消 失 ス.

原 形 質 中 ニハ 前2例 ヨ リモ稍 々大 ナ ル 小空 泡 ヲ多

數 有 シ,又 少數 ノ モ ノハ大 ナ ル空 泡 ヲ有 ス.曲 細

尿 管 ハ 淡染 シ,内 腔 ハ圓 形 トナ ル.細 尿 管原 形 質

内 ニハ小 空 泡 ア レ ドモ,核 ト同 ジ 高サ 又 ハ核 ヲ取

圍 ミテ大 ナ ル 空 泡 多 シ.Henle氏 蹄 係 ノ管 腔 内 ニ
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ハ 剥離 セ ル 上 皮,絮 状 片 ア リ.主 部,集 合管,

Kenle氏 蹄 係 何 レモ 其 ノ核 ハ 染 色 ヨ ク,比 較 的 整

然 ト配 列 ス,間 質結 締 組 織 ニ著 明 ナル變 化 ナ シ.

 4. 相 當 強 ク脂 肪 集 積 セル モ ノ.

   (37)… … 膵 管 結 紮犬

   (G) (M)… … 膵 臟 剔 出犬

 〔代 表 例 37〕 H.S. III-染 色:大 體(23)ニ 同

ジキ モ,本 例 ニ於 テハ 粗 大 ナル脂 肪 顆 粒 ハ殆 ド直

細 尿 管 ノ ミニ シテ,其 ノ程 度 遙 ニ強 ク,粗 大脂 肪

顆 粒 ニテ充 滿 セ ラ レ タル細 胞 ノ ミヨ リ成 ル 直細 尿

管,又 ハ細 尿 管 ヲ取 圍 ム細 胞 中1側 ノ ミ斯 カル脂

肪 顆 粒 ヲ有 スル等 種 々 ナ リ.サ レ ドカク 高度 ノ脂

肪 變 性 ヲ見 タ ル細 尿 管 ノ數 ハ左 程 多數 ニ非 ズ.

 5. 強 ク脂 肪 化 セ ル モ ノ.

   (K) (E)… … 膵管 結 紮 犬

   (24)… … 膵臟 剔 出犬

   (L)… … 開腹 對 照 犬

 〔代表 例 24〕 H.S. III-染 色:主 部,Henle

氏 蹄 係 上 下 行脚 及 ビ集 合管 皆 微 細 脂 肪 顆粒 ヲ 充

ス.其 ノ他 直細 尿 管 ハ粗 大 ニ シ テ,且 稠 密 ニ充滿

セ ル脂 肪 顆粒 ヲ有 シ,其 ノ度 ハ 特 ニ皮 質髓 質境 界

部 ニ甚 シ.カ カル脂 肪 變 性 ヲ來 セ ル細胞 ガ或 ハ 管

腔 全 體 ヲ取 圍 ミ,又 ハ 管 腔 ノ1側 ノ ミニ配 列 スル

等樣 々 ナ リ.個 々 ノ細 胞 ニ就 テ言 ハ バ,細 胞底 又

ハ核 ノ高 サ ニ脂肪 顆 粒 ヲ有 スル モ ノア レ ゲモ,大

部分 ハ細 胞 體 全體 ニ充滿 ス.斯 ク脂 肪 變 性 ヲ見 シ

細尿 管 ノ數 極 メテ多 シ.Henle氏 蹄 係上 行 脚 ニモ

稍 々大 ナ ル脂 肪 顆 粒 ア リ ト雖 モ,細 尿 管 ノ夫 レニ

比 シ テ遙 ニ小 サ ク且 少 シ.絲 毬 體 ニハ脂 肪 無 ク,

間 質 ニモ 殆 ド脂 肪 ヲ認 メズ.

 H.E.-染 色:輕 度 ノ充 血 ヲ見,Bowman氏 嚢

内 ニ絲 毬 體 充 滿 ス.直細尿 管 上皮 細 胞 ハ 曲 細尿 管

ノ夫 レヨ リ「エ オ ジ ン」ニ良 染 シ,核 ノ1/2大 ノ空 泡

ガ細 胞 内 到 ル所 ニア リ.細 胞 ハ腫 脹 シ,管 腔 ナ シ.

曲細尿管上皮細胞ハ低クナリ,管 腔大 トナル.原

形質内ニハ微細空泡アレド大ナル物ナシ.管 腔中

ニ絮樣片多シ.核 ノ染色皆良好ナリ.間 質ニハ圓

形 細 胞 浸 潤 著 明 ナ リ.

 要 之,腎 臟 ニ於 テ モ「エ ー テル麻 醉 」ト略 ボ反 比

例 シ テ,脂 肪集 積 シ,強 キ「エ ー テル麻醉 」ヲナ セ

ル(34), (35), (D), (F)等 ハ 皆 出 血 及 ビ上 皮 細 胞

ノ退 行 變 性 強 シ.以 上脂 肪 沈 着 ノ量,退 行 變 性 ハ,

膵 管結 紮,膵 剔 出,開 腹 ノ何 レ ヲ トハ ズ 「エ ー テ

ル麻醉 」 量 ニ 關係 深 シ.

   第3節 上 述 各 場 合 ニ於 ケ ル肝 臟,腎 臟,

       脾 臟 内 ノ糖原 質(Best氏 「カ ル ミ

       ン」染 色)

 1. 肝 臟 糖 原 質 33, 34, K. 37, B.H.I. 36

ノ各 犬 ノ肝 臟 ニハ 糖 原 質 全然 缺 如 シ,F. 23, 53.

52, D.M. 24ニ モ殆 ド全 ク缺 如 シ,痕 跡 的 ニ不

明瞭 ナル 顆粒 ヲ有 スル細 胞 ヲ,極 メテ少 數 ニ認 ム

ル コ トア リ,比 較 的 多 ク糖 原 質 ノ殘 存 セルG. 35

ニ於 テ モ,空 泡 多 キ肝 細 胞 内 ニ,極 微 細 ナル 「カ

ル ミン」 着 染 顆粒 ヲ少量(ホ ノ カ ニ判 明 シ得 ル程

度)ニ 有 スル細胞 ガ處 々 ニ散 在 スル程 度 ニシ テ,

其 ノ量殆 ド無 キ ニ等 シ.

 即 チ各 犬 ノ肝臟 ハ 悉 ク糖 原 質 ヲ喪失 セ リ ト言 ヒ

得.

 2. 腎 臟 内糖 原 質

 3. 脾 臟 内糖 原 質 ハ 共 ニ正 常 時 ニモ無 キ モ ノ

ナ ルモ,本 例 ニ於 テモ皆 之 ヲ缺 ク.

      第4章 文 獻 概 要

 考 按 ニ先 立 チ テ緒 論 ニ 引用 セ シ以外 ノ文 獻2, 3

ヲ集 録 シ,以 テ 考按 ニ資 セ ン ト ス.

 sog. Pankreasvergiftung(「 トリ ブ シ ン」 ノ ミ

ナ ラズ 「リバ ー ゼ」,「 ア ミラー ゼ」 モ之 ニ關 與 ス

(橋 本)24)ニ 當 リ,全 身 ノ中毒 症 状 以 外 ニ,肝 臟 ニ

對 シ テ モ一 定 ノ影 響 ヲ與 フル コ トハ前 述 セ ル所 ナ

レ ドモ,其 ノ侵 襲經 路 ニ就 テ説 多 シ.Westphal6)

ハintraduktalニ 膵 液 ガ肝 臟 ニ到 達 スル コ ト多 カ

ル 可 シ ト云 ヒ,Popper, Hans, L.25), Wunderli26)

Brackertz27)亦 膵 液 ノ總 輸 膽 管 逆流 ヲ研 究 發表 シ

タ リ.サ レ ドモPayr u. Martina11), Wiessel u.
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Eppinger, Bohn u. Eppinger, Rudolph16)ノ

如 キ,主 ニ肝 門脈 ヲ介 シ テ肝 臟 ニ到達 ス ト云 ヒ,

Fischler12), Hess17)ノ 如 キ ハ 淋 巴管 經 由説 ヲ主

張 ス.周 知 ノ如 ク,肝,膵 間 ニハ 局所 解 剖 學 的 ニ

Lig. hepatoduodenaleナ ル連結 ア リ.即 チ 膵 液

ハ 之 ヲ含 ム全身 血 行 ヲ介 シ テ肝 臟 ニ到 ル他 ニ,コ

ノ靱 帶 中 ノ血 行,淋 巴 管 又 ハ膽 管 等 ヲ介 シ テ直接

肝 臟 ニ到 達 スル ナ リ.之 等 ニ就 キ更 ニ,2, 3詳 述

セ ン ト ス.Rudolph u. Hoppeseyler16)ハ 急 性 膵

臟 壞 死 ニ於 ケル肝 臟 壞 死 ハ 肝門 脹 ヲ經 テ肝 ニ侵 入

ス ト云 ヒ,其 ノ像 ハWiesselノnekrobiotische

Processe18)ヲ 示 ス ト云 フ.Marx19)ハ2例 ノ

Pankreas- u. Fettgewebsnekroseニ 關 シ詳 細 ナ

ル研 究 ヲナ シ,肝 臟 ニ於 ケル 高 度 ノ變 化 ノ原 因 ヲ

膵 臟 ニ求 メ,膵 臟 ヨ リ有害 物 質 ヲ肝 門 ヲ經 テ肝 内

ニ送 入 シ,タ メニ肝 臟 ノ變 性 ヲ見 ル ト言 フ.其 ノ

他 出血 性 膵 臟 炎 ニ於 テ,肝 臟 内 門脈 小 枝 ニ栓 塞 ヲ

發 見 報 告 セ ルRautenberg28)ノ 膵臟 壞 死 時 ニ肝 内

血 管 中 ニ存 スル脂 肪顆 粒 ヲ膵臟 ニ由來 スル ト主 張

スル,Muller24)等 モ血 行 説 ニ シ テ,其 ノ中最 モ 有

力 ニ血 行 説 ヲ主 張 スル ハWiessel18)ナ リ.彼 ハ 膵

臟 壞 死4例 ニ就 テ(1) 肝 内血 管 ニ脂肪 細 胞 及 ビ膵

臟 細 胞 群 ヲ發 見 セル例,(2) 高 度 ノ脂 肪 變 性 乃 至

壞 死 ガ散 在性病 竈 ヲ作 リツ ツ存 在 シ,主 ニ中 心 性

壞 死 ニシ テ,末 梢 部 ニ見 ラ レザ ル コ ト,而 ン テ之 ハ

初 期肝 臟 壞 死 ト見 ル可 キ ナ リ ト云 フ.斯 ク シ テ彼

ハ 汎 發性 脂 肪 組織 壞 死 ニ於 ケル 肝臟 ノ中心 性壞 死

ハ 膵酵 素 ガ血 行 ヲ經 テ肝 内 ニ入 ルナ リ ト結 論 ス.

之 ニ對 シEck犬 ニ ヨ リ門 脈 系 血 液 ヲ肝 臟 ヨ リ除

外 セ ル實 驗 ニ ヨ リ,淋 巴管 經 由 ヲ主 張 スルFisch-

ler12)説 又有 力 ナ ル モ ノ ナ リ.要 スル ニ,淋 巴 又 ハ

肝 門脈 ノ何 レ ヲ經 由 スル トモ,肝 臟 ニ變 化 ヲ來 シ

得 可 キ コ トヲ想 定 シ得.

 Schondube, Wilchelm20)ノ 報 告 ニ曰 ク,膵 石,

脂 肪便,糖 尿 ヲ示 ス患者,初 メ肝 臟 肥 大,次 デ腹

水 及 ビ肝 縮 小 ヲ見,同 例 ヲH. Willers21)ニ 依 頼

剖 檢 セ ル ニ膵 石,膵 液瀦 溜,肝 硬 變症 ヲ發見 セ リ

云 々 ト.

 Siwe, Sture, A.22)ノ 報 告 ニ ヨ レバPankreato-

gene Steatorrhoeニ テ死 亡 セル2歳 ノ小 兒 ヲ剖

檢 セル ニ,膵 臟 ラ氏 島 ハ 健 在 ニシ テ,外 分 泌 組 織

ノAgenesie(?),脂 肪 化,新 鮮 ナ ル肝 硬 變 症,

脾腫 ヲ見 タ リ.之 等 ハ 先 述 ノ 實 驗 的 又 ハ 病 理 解

剖 的研 究 ニ對 シ好 適 ナ ル例 證 ト モ ナ リ得 可 シ.

Chvostek23)ハPankreatogene Lebercirrhosen

ノ存 在 ヲ主 張 シ,糖 尿 病 合 併症 ヲ除外 セ ル肝 硬 變

症 中約50-100%ニ 於 テ膵臟 ノ病 變 ア リ ト云 フ.

長 與 教 授30)ハ 繼 發 的肝 硬 變 又 ハ 繼 發 的 萎 縮 肝 ノ

存 在 ヲ強 調 セ ラ レ,Bergmann33)又 各 種 肝 疾 患

肝 萎縮 等 ヨ リ肝硬 變 ノ來 ル コ ト多 キ ヲ表 示 ス.

近 年漿 液 性 炎症 特 ニ 漿液 性 肝 臟 炎 ノ研 究盛 ニナ リ

(Rossle34), Eppinger35) etc),之 ガ肝 硬 變 症 ニ移

行 ス ト云 フ.即 チChvostekノ 所 謂Pankreato-

gene Lebercirrhoseト マ デ極 言 セ ズ ト雖 モ,或

種 肝疾 患 乃至 肝硬 變 ニ對 シ,膵 臟 亦1役 ヲ買 フ可

能 性極 メテ多 キ ヲ思 ハ シ ム.

     第5章 總 括 及 ビ考 按

 成績 ヲ通覽 スル ニ

(1) 用 ヒ ラ レ タ ル 黄 燐 量3mg/kg,中 毒 時 間

(25-32時 間)ニ 於 テハ,正 常 犬,開 腹 犬,膵 剔 出

犬,膵 管結 紮 犬 ノ何 レニ於 テ モ,肝 臟,腎 臟,脾

臟 及 ビ膽嚢 ニ溶 血 性 物 質 ヲ生 ズ ル コ トナ シ.

 (2) 又 單 ニ開腹,剔 膵,膵 管結 紮 等 ヲ施 スノ ミ

ニ テ モ上 述各 臟 器 ニ溶 血 性 物 質 ヲ生 成 セ ズ.

 (3) 黄 燐 ニ ヨ リ肝 機 能 障 碍ヲ 見 タル犬 ニ就 キ,

膵 管 結 紮 ト共 ニ多少 ノ機 械 的 障碍 ヲ膵 臟 ニ與 ヘ,

手 術 時 「エ ーテ ル麻 醉 」ヲ充 分 ニ施 シ,「膵 マ ツ サー

ジ」 等 ヲ併 用 スル時 ハ,犬 ハ 急速 ニ衰 弱 シ,瀕 死

ノ状 態 ヲ示 シ,強 度 ノ溶 血 物 質 産 生 ヲ肝 臟 其 ノ他

ニ認 ム.

 (4) 然 ル ニ同 條 件 ノ下 ニ於 テ,膵 全剔 出 ヲナ セ

ル 供試 犬 ハ 肝 臟 其 ノ他 ニ溶 血 性 物 質 ヲ見 ズ.(3)

ニ於 ケ ル溶 血 物 質 産 生 ハ「エ ー テル」自身 ニ ヨル肝

128



臟器指關ニ對 スル實驗的研究(第4報) 2137

臟 其 ノ他 ノ變 性 ノ ミニ非 ザ ル コ トハ(4)ニ 於 テ明

カ ナ リ.サ レ ド膵 臟 ノ存 在 ト「エ ー テ ル」量 如 何 ガ

成 績 ニ重 大 ナル 關 係 ア ルハ 明 カ ニ シテ,之 ハ 「エ ー

テ ル」ニ ヨル 分 泌 昂進(Katschscher15), Atherreiz)

ヲ見 タ ル膵 液 ニ ヨリテ,肝 其 ノ他 ニ退 行變 性 ヲ見

ル ナ ル可 シ.又 「エー テル」ガ肝 臟 ノ抗 酵 毒 力 ヲ減

弱 セ シ ム ル ヤ否 ヤハ 不 明 ナ リ。

 (5) 「エ ー テ ル」使 用 量 ノ減 少,「 膵 マ ツサ ー ジ」

ノ輕 減,其 ノ他 膵 管 結 紮 方法 ヲ考 慮變 更 ス レバ,

溶血 性物 質 ハ種 々 ナル 程 度 ニ生 成 セ ラル.

 (6) 然 ル ニ膵 全 周 ヲ結 紮 シ膵 液 ヲシテ些 少 ト雖

モ膵 臟 外 ニ出 デザ ラシ ム ル カ,又 ハLig. hepato-

duodenaleヲ 横 ニ結 紮 シ,肝 膵 ノ局 所解 剖 的連 絡

ヲ遮 斷 スル 時 ハ. 膵 全 剔 出 ノ時 ト略 ボ同 樣 ニ,肝

臟(及 ビ其 ノ他臟 器 ニ)ニ 溶 血 物 質 ヲ殆 ド生 ゼ ズ.

 (7) 上 述 各 例 ニ於 テ糖 原 質 ハ 消失 セ リ.

 (8) 肝 臟 ノ中 性 脂肪 集 積度 ハ 剔 膵犬 ニ於 テ強 キ

傾 向 ア リ.膵 剔 出犬,膵 管結 紮 犬何 レモ 「エ ーテ

ル」 使 用 量 多 キ時 ハ,肝 臟 及 ビ腎臟 内 ノ脂 肪 量 著

シク 少 キ ヲ見,其 ノ時 「ヘ マ トキ シ リ ン・ヱ オ ジ ン」

染 色 ニ依 リテ肝 臟 及 ビ腎臟 ノ退 行 性變 性著 シ キ ヲ

見 ル.又 肝 臟 内門 脈枝 中 ニ脂 肪 顆粒 及 ビ細 胞 壞 死

片 ヲ見 ル ハ膵 管 結 紮 ノ場 合 ニシ テ,膵 剔 出 ノ場 合

ニハ,殆 ド之 ヲ見 ザ ル モ ノ多 ク,稀 ニ極 メテ輕 度

ニ認 ム.之 ヲ先 輩 諸 學 者 ノ説 ノ如 ク,膵 臟(又 ハ膵

液)ニ 由來 ス トナ ス可 キ ヤ否 ヤ ハ判 然 タ ラズ.

 上述 ノ如 キ膵 液 ニ ヨル肝臟 障 碍 ガ生 ズル ニハ

(1) 肝細胞 ノ一般活カノ低調

原 形 質 ノ一般 活 力 ノ低 調

抗 酵 素 力(Fischler)又 ハ酵 素破 壞 力(Welsh)
ノ低 下

(2) 膵液 ノ變調

(a) 膵酵 素 ノ賦 活(Aktivierung)

(b) 膵 液酵 素 ノ輸 出

(α) 局所局ニ直接肝門ヨリ入ル

血管(門 脈)經 由

淋巴經 由

(β) 全身循環血 ヲ介シテ

ノ各 項 ヲ考慮 スル ヲ要 ス.

 (1) 肝 細胞 活 力 ノ低 下:用 ヒ ラ レタル 燐 投 與

量,「 エ ー テル」 量 ノ ミニ テハ肝 細 胞 糖 原 質 消 失

其 ノ他 組 織 的變 化 アル モ,甚 シキ肝 自家 融 解 ナ キ

コ トハ 溶 血性 物 質生 ゼザ ル ヨ リモ 明 カ ナ リ.燐 中

毒 ノ本 態 ハ 肝 細 胞 ノ抗 酵 素 力 ノ喪 失 ナ リ ト云 フ

Welsh説 ノ如 ク,此 程 度 ノ 燐 中素 ハ肝 細 胞 ノ抗 酵

素 力(Fischler)消 失 ヲ來 スナ ラ ン.

「エ ー テル」 亦 同樣 ノ關 係 ニ アル ラシ ク,「 エ ー

テ ル」 使 用 量多 キ時,肝 臟 ニ脂肪 集 積少 キ モ亦 此

事 情 ヲ物 語 ル ニ非 ズ ヤ ト思 惟 セ ラル.

 (2) (a) 膵 液 ノAktivierung:急 性膵 臟 壞 死 ニ

就 テ ヨク研究 セ ラ レタル事 項 ニシ テ,膵 液 ノ細 菌

感 染,瀦 溜,膿 汁添 加,膵 臟 循環 障 碍,其 ノ他 膵

臟 ノ生 化 學 的 及 ビ機 械 的障 碍 乃 至 自家融 解 ガ膵 液

賦 活 ノ主要 因 子 タル 可 キ ハ,無 數 ノ事 實,實 驗 ノ

示 ス所 ナ リ.O. Gross u.N. Guleke39)ニ 依 レ

バ,「 膵臟 ノ循 環 障 碍,膵 細 胞 自家 融 解其 ノ他起 リ

得 可 キ膵細 胞 ハ分解 ニテ 生 ゼ ル蛋 白分解 産 物 ガ,

"intrapankreatische Aktivierung des Sekre-

tes"ヲ 惹 起 スルハ,Polga, Eppinger, Lattes u.

Wohlgemuth etcノ 主 張 シ且實 驗 セ ル所 ナ リ」ト

ア リ,Hoesch36)引 用 セ ル文 獻 ニ ヨル モ,Oppen-

heimerハ 自家 融 解 又ハ 腐敗 ニテ賦 活 セ ラル トナ

シ,Kuhne u. Heidenheinハ 新 鮮 ナ ル膵 液ハ 作

用 力 ナク,erst nach dem Altern des Pankreas

giftig云 々 ト説 キ,Schittenhelm亦 新 鮮 ニ シテ

純粹 ナ ル 膵 液 ハ 之 ヲ動 物靜 脈 内 ニ入 ル ル モ毒 性

ナ シ ト言 フ.膵 液 瀦 溜 ニ ヨ ル賦 活 ハHoesch36)

Loffler38), Westphal等 ノ説 ク所 ナ リ.實 驗 ニ用

ヒ シ各操 作 ハ 機 械 的,化 學 的 又 ハ循 環 的 障 碍 ヲ來

シ,膵 液 賦 活 ニ ア ヅ カル モ ノ ト言 ヒ得 可 シ.又 用 ヒ

ラ レシ「エ ーテ ル」ガKatsch u. von Friedrich15)

ノ云 フ如 ク膵 液分 泌 昂 進 ニ多 少 關 係 スル モ ノ ト見

ラル.

 (2) (b) 膵 液 ノ輸 出

 (α) 直接 肝 門 ヲ經 由 シ テ肝 内 ニ入 ル:肝 臟 内
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ニハ 溶血 性 物 質 ガ 腎臟 其 ノ他 ヨ リ著 シ ク多 量 ナル

コト,Lig. hepatoduodenaleヲ 横 斷 結 紮 スル カ,

又 ハ 膵臟 ヲ周圍 ト結 紮 隔 離 スル 時,肝 臟 自家融 解

ノ弱 キ2ト,肝 内門 脈 枝 ニ壞 死 片 又ハ 脂 肪 顆 粒 ガ

認 メラル ル ハ膵 管結 紮 犬 ニ限 ル コ ト等 ヨ リ膵 液 ハ

直 接 ニ(淋 巴管 又 ハ門 脈 ヲ經 テ)肝 門 ヨ リ侵 入 スル

モ ノ ト見 做 シ得.勿 論 犬 ニ於 テ膵 管結 紮 ヲナ ス時,

其 ノ膵 管壁 破 綻 セ ズ シ テ膵 液 ハ膵 管 壁 ヲ濾 出 スル

ニ ヨリ家 兎 ノ如 ク早 期 デハ血 液 内「ア ミ ラーゼ」出

現 セ ズ ト言 フモ(大 野43),児 玉42)),本 實 驗 ニ於 テ

「エ ー テル」 投 與,燐 注 射,特 ニ 「膵 マ ツ サー ジ」

等 ノ處置 ヲ施 ス タ メ,早 期 ニ淋 巴 又ハ 血 液 中 ニ膵

液 ノ出 ル モ ノナ ル可 シ,要 スル ニ肝 膵間 ニハ 直接

Lig. hepatoduodenaleヲ 以 テ スル連 絡 ア リテ膵

液 ハ 之 ヲ經 テ肝 臟 ニ至 ル.此 連 絡 ノ遮 斷 セ ラル ル

時 ハ 肝 内溶 血 物 質 少 キ ヲ見 テ モ 明 カ ナ リ.即 チ

(35)犬 ハ(33),(34)ト 同樣 ニ(全 ク 同一條 件 ニ テ)

處 置 ヲナ セ ル ニ カ カハ ラズ,膵 管 結 紮 ノ拙 劣 ナ リ

シ タ メ,Lig. hepatoduodenale屈 折 シ,肝 門 脈

ノ 交通 不 可 能 トナ リ,肝 膵連 絡 ノ斷 タ レタ ル ヲ剖

檢 セ リ.其 ノ タ メカ,肝 内溶 血 物 質 極 メテ 少 ク,

依 テ(53)犬 ヲ用 ヒ テ試 ミニ膵 臟 ヲ周 圍 ヨ リ全 ク隔

離 結 紮 シ タ ル ニ,溶 血 物 質 ヲ肝 臟 内 ニ認 メズ.即

チ 肝 臟 自家融 解 ニハ膵 臟 ノ存 在 ト共 ニ,之 ガ肝 臟

ト直接 連絡 ヲ保 テ ル肝 門 脈 及 ビ淋 巴管 ノ交通 性 ヲ

必 要 トス.

 (β) 全 身 循 環 血 ヲ介 シテ,

 膵 管結 紮 例 ニ於 テハ 肝,膽 嚢 ノ他 ニ腎 臟 ニ於 テ

モ 溶血 性 物 質 ノ消 長 ヲ認 メ,膵 剔 出時 ニハ 之 ヲ認

メザ ルハ,膵 肝 相 關 ノ他 ニ全 身循 環 血 ヲ介 スル 膵

ノ關聯 ア ル ヲ示 ス.古 來 膵 管結 紮 又ハ 膵臟 剔 出 ニ

ヨル各 臟 器(特 ニ肝臟)ノ 變 調 ニ關 スル 多 數 文獻 ハ

皆 全 身循 環 血 ヲ介 スル モ ノ トシ テ説 カ レタ リ.其

ノー 々 ニ就 テ枚 擧 スル ノ遑 ナ ケ レ ドモ,膵 管 結 紮

時 ノ 血 液 内 酵 素 ノ 増 加(Bogendorfer37), Carl,

E., Johnson and E. Wies44), Wohlgemuth46),

Wohlgemuth u. Fukushi47) etc)ラ 氏 島 機能 低

下又 ハ 亢 進(Galehr O., P. Landurner u. L.

Unterrichter45), Mausfeld31), Priesel u. Wag-

ner32) etc)膵 臟 ノ組 織 呼 吸(清 原40)),膵 臟 ノ組

織 的變 化(八 木51))等,要 スル ニ,膵 臟 ノ機能 及 ビ

組織 構造 上 ノ變 調 ニ ヨ ル 内 外 兩 分 泌 機能 ノ變 調

ニ起 因 ス ト ナ ス モ ノ ナ リ.肝 内 糖 原 質 ニ關 スル

Wohlgemuth u. Fukushi17), Wohlgemuth u.

Mochizuki48)其 ノ他 多數 ノ業 績,血 糖 ニ關 スル生

島49)其 ノ他 多數 ノ研究,各 種 肝 膵相 關 ニ對 スル業

績(湯 淺50),吉 田41)其 ノ他)等 ハ 膵 管結 紮 時 一般

循 環 血 ヲ介 シ テ表 ハ ル ル膵 内外 分 泌 變調 ノ續 發的

現 象 ト説 カ レタ リ.

 要 スル ニ,膵 臟 變 調 時,膵 液 ニ ヨル影 響 ハ全 循

環 血 ヲ介 スル作 用 ノ他 ニ,活 性 膵 液 ガ局所 解 剖 上

最 徑捷 路 タル肝 門脈 又 ハ淋 巴 管 ヲ經 テ肝 内 ニ到 達

シ,且 肝 ノ抗酵 素力 低 下 セ ル時 ハ甚 シキ暴 威 ヲ逞

ウシ,速 カ ニ 自家融 解 ニ陷 レ,其 ノ最 モ甚 セ キ場

合 ニハ 燐 中毒 時脂 肪 變 性 ヲモ 來 ル遑 ナ カ ラシ ムル

迄 ニ崩 壞 ノ一 路 ヲ急 グモ ノ ト考 ヘ得 可 シ.一 方 膵

剔 出後 ノ肝脂 肪 變 性 ニ就 テMering und Minko-

wski53)ノ 發 表 以 來,糖 尿 病 又 ハ 膵 全剔 出後 ノ血

液 内脂 肪,類 脂 肪體 ノ増 加 ニ就 テ ハ 發表 極 メテ多

ク,例 ヘバGerhardt54), Fischer55), Naunyn56),

Stadelmann57), Klemperer u. Umber58),59),

Marchand60), Bloor61), Wishart62), Petren u.

Blix63), Major64), Fonseca65), Schwarz66), Col-

lins67), Leites68), Sorkin69)等 ノ如 シ。 脂 肪 代 謝

障 碍 ノ本 態 ニ就 テ モ説 多 ク,脂 肪 ノ酸 化 分 解 不 充

分(Naunyn)ナ リ ト云 ヒ,又Freser u. Logan70)

ハdiabetische Lipaemieノ 源 ヲ血 液 中 ノ蛋 白體

ナ リ トシ,Zaudy71)ハ 糖 尿病 ニ於 テ ハ外 界 ヨ リ脂

肪 ヲ與 ヘ ル時 ハ血 液 内 「リボ イ ド」 増 量 シ,之 ハ

脂 肪 燃 焼 不充 分 ト體 内脂 肪 ノ移 動 ニ ヨル ト云 フ.

Fischerハdiabetische Lipaemieハ 血 液 ノ脂 肪

分 解 性 質 ノ減 退 又 ハ 消失 ニ ヨル ト言 フ.其 ノ後 説

多 ク出 ル モ,要 スル ニ,肝 臟 新 陳 代 謝 障 碍 等 ニ ヨ

ル 中 間代 謝 ノ障 碍 ノタ メ,固 有脂 肪 ガFettdepot

130



臟器相關ニ對 スル實驗的研究(第4報) 2139

ヨ リ移 動 セ ラル ル ニ ヨ ル ト ナ ス モ ノ多 シ.最 近

Lewin72), Donati73), Hotta74)等 ハInsulin缺 乏

ニ原 因 ヲ求 メ,上 昇 セ ル過 脂肪 血 モInsulin投 與

ニ ヨ リ下 降 ス ト云 フ.余 ノ實驗 ニ於 テ膵 剔 出 犬 ノ

肝 ニ脂 肪 多 カ リ シ ハ 勿 論 此事 情 ニ ヨ ル ナ ル可 キ

モ,又 膵 管 結 紮 犬 ハ膵 液 ノタ メ生 活力 ノ低 下 ヲ來

セ ル肝 細 胞 ガ脂 肪攝 取 ノ能 力 ヲ失 ヒ タ ル モ,其 ノ

ー 因 ナ ル 可 シ.尚 ホ膵 管 結 紮 後Mansfeldsches

Phaenomenノ 出現 スル カ否 カ,又 肝 内脂 肪 ノ沈

着 等 ニ就 テ モ研 究 多 ケ レ ドモ,之 等 ハ 結 紮後 相 當

長 時 間後 ニ見 ラルル現 象 ニ シ テ,25-32時 間 ノ短

時 間 ヲ扱 フ余 ノ場 合 ニハ 大 ナル 關 係 ナ シ.

      第6章 結 論

 1. 肝,腎,脾,膽 嚢 ニ溶血 物 質 ヲ作 ラザ ル程

度 ノ黄 燐 皮 下注 射(0.3% 0.7cc/kg 25-31時 間)

ニ ヨル肝 障 碍 犬 ニ於 テ,膵 管結 紮 ハ肝,腎,膽 嚢

ニ溶 血 物 質 ヲ生 ゼ シ メ,且 肝 ニ最 モ高度 ナ リ.

 2. 上 記 溶血 物 質 ノ程 度 ハ 手術 ニ使 用 スル 「エ

ー テル」量,「 膵 マ ツ サ ー ジ」及 ビ結 紮法 ニ ヨ リ差

ア リ.

 3. 膵 剔 出 又 ハ膵 曠 置 ニ ヨ リテ ハ,上 記 肝 障 碍

犬 ニ溶 血 物 質 ヲ作 ラズ.

 4. 肝 臟,腎 臟 ノ脂 肪量 ハ 溶血 物 質 ノ量 ニ反 比

例 シ,自 家 融 解 甚 シ キ時 ハ脂 肪 極 メテ少 シ.糠 原

質 ハ 各 例 ニ於 テ消 失 セ リ.

 5. 其 ノ他 組 織 所 見(肝,腎)及 ビ臨 牀所 見 ハ 溶

血 性 物 質 ノ最 即 チ 自家 融 解 ノ度 ニ竝 行 ス.

 6. 對 照 トシ テナ セ ル健 康 犬 ノ開 腹 術,膵 剔 出,

膵 管結 紮 ハ溶 血 性 物 質 ヲ作 ラズ.

  終 リニ臨 ミ終 始 御指 導 ヲ賜 リ シ 恩師 柿 沼 教

 授 竝 ニ御 校 閲 ノ勞 ヲ賜 リシ恩 師 北 山 教授 ニ衷

 心 ヨ リ謝 意 ヲ表 ス.
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Beitrage zur experimentellen Untersuchung der Organkorrelation.

(4. Mitteilung)

Die Wechselwirkung zwischen Pankreas und anderen Organen.

Von

Dr. Sakae Katsuyama.

Eingegangen am 27. September 1938.

   Um weiter die Korrelation zwischen Pankreas und anderen Organen kennen zu

lernen, untersuchte ich beim Hunde mit gestorter Leber die Einflusse der Laparotomie,

der vollstandigen Exstirpation des Pankreas, der Unterbindung der Pankreasgange und

der damit verbundenen Athernarkose, der Pankreasmassage usw. Die hierbei ange-

wendeten Methoden sind dieselben wie bei den vorigen Berichten, namlich Hamatoxylin-

Eosin-Farbung, Hamatoxylin-Sudan III-Farbung (Fett), Bestsche Kalium-Karmin-Far-

bung (Glykogen) und sog. Organhamolysine (nach Friedmann). Ich gelangte zu folgen-

den Resultaten:

    1. Bei dem Hunde, dessen Leber durch eine so leichte subkutane Injektion von

gelbem Phosphor (0.3%, 0.7cc pro kg 25-30 Stunden vergiftet) gestort ist, daB es nicht
zur sog. Organhamolysine bei Leber,. Nieren, Gallenblase und Milz kommt, befordert
die Unterbindung der Pankreasgange die Autolyse der Leber, der Nieren und der Gallen-

blase; bei der Leber ist sie am starksten.

   2. Der Grad der oben genannten Autolyse ist von der bei der Operation gebrauchten
Athernarkose, von der Pankreasmassage und von der Unterbindung abhangig.

    3. Durch vollstandige Exstirpation oder Ausschaltung des Pankreas beim Hunde
mit gestorter Leber wird die Autolyse kaum beschleunigt.

   4. Die Menge des neutralen Fettes in der Nieren und Leber verhalt sich zu der der
hamolytischen Stoffe umgekehrt proportional. Bei der starken Autolyse der Leber und

Nieren kommt es bisweilen nicht zur Verfettuung. Das Glykogen in der Leber ver-

schwindet in jedem Falle.

   5. Die weiteren Befunde des Gewebes (der Leber und Nieren) und die klinischen
Symptome entsprechen der Menge der hamolytischen Stoffe d.h. dem Grade der Autolyse.

    6. Die Laparotomie, die vollstandige Pankreasexstirpation und die Unterbindung
der Pankreasgange beim gesunden Kontrolltier erzeugen die hamolytischen Stoffe nicht.

    Wenn die Leber infolge von Storungen eine Herabsetzung ihrer normalen anti-
fermentativen Kraft erleidet, so gehen die Pankreasfermente vielleicht durch Vena portae

bzw. lymphogen, also kurz gesagt durch Lig. hepatoduodenale in die Leber ein und

befordern die Autolyse der letzteren. (Autoreferat)
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